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■研究テーマ 

① テーマ：北朝鮮の核開発に対する国際法対応 

概要：地域安保または国際社会の平和と安全にとって重大な問題である北朝鮮の核開発問

題を国際法的視点で考察します。核兵器使用の合法性の問題、核拡散防止条約（NPT）、

国際原子力機関（IAEA）の特別査察問題など分析し、北朝鮮の核問題の解決策を導くこ

とを研究します。 

② テーマ：北朝鮮の人権問題 

概要：北朝鮮当局による自国民に対する様々な人権侵害問題、外国人拉致問題など国際人

権、国際人道法を中心に研究 

 

■研究テーマの応用例 

韓国の北韓人権法制定、戦後拉致被害者の支援に関する法律制定、北朝鮮の人権問題 

UN北朝鮮人権決議案など採択 

 

■主な著書、発表論文 

『統一以降の北朝鮮の政治犯収容所の処理に関する法制整備』（2017.3、韓国法制研究院） 

『北朝鮮の脱北者の法的地位：国際法の観点から』（2017.3、広島平和研究） 

『なぜ核はなくならないのかⅡ』（2016.8、法律文化社） 

『平和と安全保障を考える辞典』（2016.3、法律文化社） 

『日本の安全保障関連法制に関する考察—朝鮮半島の安保に及ぶ影響を中心に』（2015.12、釜慶法

学（韓国）） 

『金正恩体制下の北朝鮮：核と拉致問題を中心に』（2015.3、広島平和研究第 2号 Vol.2） 

「拉致者・国軍捕虜の問題の再考察」（2013.11、大韓国際法学会） 

『UN人権メカニズムと北韓人権』（2013.10、統一研究院学 学術叢書(II)） 

『停戦体制 60年‐国際法と国際政治学』（2013.11、大韓国際法学会） 

「核兵器開発に対する国作法的視点―北朝鮮の核開発の行方をめぐって」（2006.3、博士論文） 
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